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おいしい十和田推進店の
登録店舗を募集します

　市では、十和田市産農畜水産物などの消費拡大
を図り、これらを取り扱っている小売店、飲食店
などをＰＲするため「おいしい十和田推進店」登
録制度を実施します。登録店には、のぼり旗を貸
与するほか、市のホームページなどで情報発信し
ますので、ぜひお申し込みを！
対象　市内で生産される農畜水産物およびその加
　工品を商品またはメニューとして提供している
　飲食店、小売店などで、登録基準を満たす店舗
申し込み方法　指定の登録申請書に必要事項を記
　入し、提出してください。
※申請書は、販売戦略室窓口で配布するほか、市
　ホームページからダウンロードできます。
申込期間　５月１日㈫から随時受け付け
登録期間　登録した日の属する年度の３月31日ま
　で。自動更新あり。

とわだ逸品マークを商品
ＰＲに活用しませんか

　「魅力ある十和田産品の目
印」「おいしさと信頼の目印」
として作成したロゴマークです。
生産者の皆さん自慢の農林水産物や商品などに表
示できますので、ぜひご活用ください。
対象　十和田産品の販売促進を目指す個人、法人ま
　たは団体
表示できるもの　農林水産物、加工品など、また
　はこれらをＰＲする啓発物
申し込み方法　使用許可申請書に必要事項を記入
　の上、提出してください。
※申請書は、販売戦略室窓口で配布するほか、市
　ホームページからダウンロードできます。
※表示物は各自で作成となります。
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　市内米田地区で川田農園を２人で経営。 
平成15年に三重県から十和田市に移住し、
農業をはじめる。小松菜、山東菜を専門と
して栽培。ビニールハウスに温泉水を引き
込むことにより、通年栽培を可能にしてい
る。堆肥作りにもこだわり、農薬を使用し
ない野菜を提供している。

◉温泉水を使った葉物野菜という
ことですが、甘くてみずみずしい
ですね。
　小松菜や山東菜は加熱して食べ
るのが一般的ですが、うちの野菜
はぜひ生で食べてもらいたいです。
やわらかくシャキシャキとした食
感ですよ。
　温泉水が弱アルカリ性というこ
ともあってか、葉物が生き生きと
成長します。自宅が温泉跡地だっ
たので、ハウスの60㎝下にポリ管
を通して、温泉水を引き込みまし
た。源泉が32℃程度なので、水の
代わりに源泉を使うことができま
す。温泉水の塩分が、より野菜の
甘みを引き立ててくれますね。
◉ひとつのハウスに小松菜と山東
菜を一緒に植えているんですね。
　この２種類は、夏（４～10月）
は１カ月、冬（11月～３月）は２
カ月半のサイクルで収穫できるの
で、同じハウスで育てることがで

きます。今年の冬は寒さで３カ月
かかりましたが…。
　お客さんに常に供給できる仕組
みを考えています。
　農薬を使用していないので、虫
や葉の状態をきちんと目でチェッ
クするため、ひとつひとつ手で収
穫、計量、袋詰めをしています。
　ハウスも自分で作っています。
　いつも忙しいですが、ハウスを
増やすときはなおさら休みが全く
なくなります。
◉収穫も丁寧、ひたむきな川田さ
んご夫婦の今後の夢を教えてくだ
さい。
　今は道の駅とわだとイオンを中
心に、保育園、レストラン、スー
パー、市場にも卸しています。手
間がかかるので、２人で出せる量
にも限界がありますが、十和田の
もっと多くのかたに、わたしたち
の作った野菜を知ってもらいたい
ですね。

Profi le

☞おいしい十和田ソムリエブログhttp://ameblo.jp/oishii-towada--sommelier/
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☞詳しくは市ホームページをご覧ください

十和田産品の目印
「とわだ逸品マーク」


